












































第2回審査委員会(ケアレスミスの指摘)(方法:電子メー ル,開催 日時 平成24年1月20日～23
日)
申請者の論文を綿密に査読し,質疑･応答を要しないケアレスミスの部分を収集し,申請者と指
導教員に電子メー ルで伝えた｡さらに,改訂に同意しない箇所については,次の審査委員会の席
で口頭にて述べるよう伝えた0
第2回審査委員会(面接による口頭試問)(方法:面接,開催日時 平成24年1月28日13:30-1
5:30)
面接による口頭試問を委員全員でおこなった｡試問内容は,構造に関するものと活性に関するも
のに大別できたO前者では,有機化学的知識(反応機構の考察,構造式の描き方)に,また.後者
では,活性の表現の仕方や試験方法の意味付けに若干の問題が残るが,新規化合物の発見とそ
の構造決定および薬理活性試験は,本人自身が行ったことが評価された｡
第2回審査委員会(方法:対面会議,開催日時 平成24年1月28日15:30-15:35)
申請者の退席後,主査･副査のみで,最終決定を協議した｡口頭試問で回答が保留になった質
疑については,最終論文あるいは発表会で解決を求めることにし,研究内容の質･量等を総合的
に判断して,本論文は,審査合格と総意した｡
